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家族と地域の時間づくりの日

市政あらかると：岩手県山
田町長が来島／台湾で島田
市のお茶と文化をPRなど

まちの話だい
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便利帳／彩りもう一品

掲示板／みんなのひろば

しまだ人：中村惠右さん

八
やたれ

垂の滝（塩本）
　8つの連なる滝が、その名の
所
ゆえ ん

以。一年中枯れることなく家
山川に流れ落ちる、重厚な滝で
す。固い岩が、まるで「すり鉢」
のように掘られた滝壺を見ると、
時の流れと自然の力を感じます。
道路に隣接しているため、車の
往来には注意が必要です。

家山川

野守の池

家山駅

大
井
川

八垂の滝

主 藤枝天竜線

龍
りゅうもん

門の滝（神尾）
　繊細な一筋の滝が濡らす岩盤
は、横

おうがしゅうきょく

臥褶曲と呼ばれる県指定
文化財の天然記念物。古代に砂
泥が堆積し、当時は水平だった
地層が、横からの圧力で波状に
曲がった、珍しい自然現象の産
物です。遊歩道の幅が狭いので、
足下にご注意ください。 悠ゆ

う
き
ゅ
う

久
の
森
（
東
光
谷
）

　

東
光
寺
谷
川
沿
い
で
は
、
ア
ユ
や

カ
ワ
セ
ミ
な
ど
、
清
流
の
生
き
物
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
上
流
に
は
、
東

屋
や
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
、
気
軽
に

澄
ん
だ
渓
流
を
体
感
で
き
ま
す
。
林

道
で
は
、
地
元
車
両
を
優
先
し
、
安

全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

龍門の滝

地蔵峠

神尾駅

大
井
川

牛御前
神社

東屋

日吉神社

東光寺 東光寺
公会堂

東
光
寺
谷
川

　

夏
到
来
。
で
も
、近
頃
は
「
節
電
・
省
エ
ネ
」
が
気
に
な
っ
て
、体
に
熱
が
こ
も
り
が
ち
。

そ
こ
で
今
回
は
、
９
人
の
推
薦
人
が
爽
や
か
な
流
水
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し

た
。
少
し
足
を
延
ば
せ
ば
、
市
内
に
も
天
然
の
涼
を
体
感
で
き
る
場
所
が
い
っ
ぱ
い
。

こ
の
夏
、
あ
な
た
の
お
気
に
入
り
を
加
え
て
「
涼
水
十
選
」
を
完
成
さ
せ
ま
せ
ん
か
。

岡
おかむら

村 栄
えいぞう

三さん
（西向）

「川根の滝といえば、ここ。昔
から、道

みちしるべ

標にもなっている程、
地元に親しまれています。山々
の清水が流れ込む家山川と併
せて、夏の水遊びには絶好です」

島田市観光協会
事務局

山
やまむら

村 方
まさよ

代さん

「金谷では有名な涼スポット。
滝壺から舞い上がる冷たい水
煙が、心身ともに癒してくれま
す。国道の交通量が多いので、
気を付けてお越しください」

島
田
駅
前
　
　
　

観
光
案
内
所

藤ふ
じ
た田 

八や

え

こ
重
子
さ
ん

「
沢
ガ
ニ
や
ホ
タ
ル
が
棲
む
透
明
の

流
れ
に
触
れ
れ
ば
、
だ
れ
も
が
童
心

に
返
る
は
ず
。
ま
た
、
火
照
っ
た
足

を
冷
や
し
て
く
れ
る
の
で
、
ハ
イ
キ

ン
グ
も
お
す
す
め
で
す
よ
」

推薦
人

推薦
人 推薦人
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笹間川
　流域には豊かな自然が残る笹
間川。清らかな流れは、山霧や
ホタルと戯れながら、笹間川ダ
ムまで続きます。旧笹間小校舎
を再生した山村都市交流センタ
ー「ささま」では、地元住民と
交流しながら、生活体験学習や
スポーツ・文化合宿ができます。

伊久美川下流
　流れが緩やかになり、浅瀬が
点在する川口地区は、伊久美川
が大井川に注ぐ終着点。初夏に
は、より上流を目指し遡

そじょう

上する
アユの姿が見られます。河畔の
野外活動センター「山の家」では、
キャンプをしながら、川遊びや
バーベキューを楽しめます。

童
わっぱざわ

子沢親水公園（大代）
　渓流に設けられた幾段もの浅
瀬は、子どもたちが涼を感じる
には最適なスポット。また公園
内には、アスレチック遊具や吊
り橋が整備されています。事前
届出でバーベキュー用の炉やテ
ントサイトも利用できます（キャ
ンプ場ではありません）。

不動の滝（川根町笹間下）
　上河内を流れる身成川支流に
ある、優美な2段の滝です。繊
細な流れの滝ですが、細く削ら
れた岩盤からは、その歴史を感
じることができます。看板はあ
りませんが、道路脇から徒歩約
1分。遊歩道の幅が狭いので、
足下にご注意ください。

伊久美川上流
　数々の沢の水を集めた伊久美
川。その透明度ゆえに、泳ぐ魚
に手が届きそうです。その流れ
を遡
さかのぼ

ると見えてくるのが、赤い
屋根の伊久美農産物加工体験
施設「やまゆり」。そば打ちなど
を体験できるほか、主に地元食
材を使った料理を食べられます。

牛
うしごぜん

御前神社（神尾）
　名も無い滝。しかし、それを
抱く神社には、古くから無病息
災を祈る人々が訪れていました。
地蔵峠の手前約1kmの国道脇
に建つ鳥居をくぐると、幾

い く え

重の
絹のような滝が、悠然と流れ落
ちています。雨上がりには、一
層神
こうごう

々しい姿を見せます。

島田市観光協会
川根支所

伊
いとう

藤 厚
あつし

さん

「地元の住民にもあまり知られ
ていない、知る人ぞ知る癒しの
スポットです。春は新緑、秋は
紅葉に包まれ、四季折々の表
情を見せてくれますよ」

野外活動センター
山の家 館長
西
にしの

野 伸
しん じ

二さん

「当施設の夏の風物詩は、ヤマ
メのつかみ取りです。澄んだ伊
久美川を泳ぐ魚を、自分で捕ま
えて、その場で焼いて食べる。
まさに自然の醍

だ い ご み

醐味ですね」

加工体験施設 やまゆり
坂
さかもと

本 稲
いね こ

子さん
（小川）

「伊久美川は、五感で楽しめる
清流です。当施設では、川風
を感じながら、地元の味を堪
能できます。この夏は、バーベ
キュー棟がオープンしますよ」

わっぱ堂 店主
神
かみ や

谷 敏
としあき

昭さん
（大代）

「童子沢は、地元住民が守って
いる清流です。訪れた人にも、
大代の自然と人を愛して欲しい
…ふれあいの輪を広げるため、
イベントも開催しています」

大
おおいけ

池 行
ゆき お

雄さん
（神尾）

「昔は出店も多く並んだ4月の
祭典は、今も地元住民の信仰
に支えられています。それに報
いるように、この滝が枯れるこ
とは、一年を通してありません」

中
なかむら

村 一
かずよし

良さん
（笹間上）

「笹間川は、自然の宝庫。工夫
次第で、遊びが広がります。子
どもの頃は、ほうきでホタルを
追いかけて遊びました。今は、
鍬で川辺の土と戯れています」

推薦
人

推薦
人

推薦
人

推薦
人

推薦
人

推薦
人

ささま
出本県 

本
川
根
川
根
線

笹間川

主 藤枝天竜線

林道大平三並線 伊
久
美
川

山の家

川口

大井川

主 島田川根線
県 蔵田
 島田線

童子沢親水公園

大代川
新東名

主 焼津森線

不
動
の
滝

主 

藤
枝
天
竜
線

上河内
生活改善
センター

川根中

大
井
川

身成川

伊
久
美
川

やまゆり

長島

県 蔵田島田線 龍門の滝

地蔵峠

神尾駅

牛御前
神社

大
井
川


